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荷
神
社
本
殿
は
幕
末
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
、
庚
申
塔
は
そ
の
銘
か
ら
寛
文
元

年
（
１
６
６
１
）
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
長
い
年
月
を
経
て
、
現

代
に
残
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
何
世
代

に
も
わ
た
っ
て
、
人
々
が
大
切
に
守
り
伝
え

て
き
た
努
力
の
賜
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
の

た
め
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

江
東
区
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
文

化
遺
産
を
文
化
財
と
し
て
指
定
・
登
録
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
区
内
の
文
化
財
は
１
０
５
３
件

に
も
の
ぼ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
半
分
ほ
ど
が

屋
外
に
あ
り
、
寺
社
の
境
内
を
中
心
に
、
区

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
所
有
者
、
区
民
の
方
々
（
文
化

財
保
護
推
進
協
力
員
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

そ
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
町
の
姿
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
そ
の
過
程
で
失
わ
れ
て
い
く
文
化
財
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
数
百
年
も
の
長
い
間
、

人
々
の
生
活
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
た
文
化
財

は
、
地
域
の
歴
史
そ
の
も
の
で
、
失
わ
れ
た

ら
二
度
と
戻
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
、
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財
の

解
説
は
2
・
3
頁
に
あ
り
ま
す
。
一
件
ご
と

に
詳
細
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
一
読
い
た
だ
き
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

　
江
戸
時
代
っ
て
意
外
と
身
近
？

　

時
代
劇
で
お
な
じ
み
の
江
戸
時
代
。
将
軍

や
大
名
な
ど
の
武
士
が
い
て
、
身
分
制
（
士

農
工
商
）
の
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、

現
代
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

代
が
終
わ
っ
て
、
は
や
１
５
０
年
近
く
が
経

ち
ま
し
た
。
は
る
か
遠
い
昔
の
よ
う
に
思
い

が
ち
で
す
が
、
実
は
区
内
を
見
回
し
て
み
る

と
、
意
外
と
あ
ち
こ
ち
に
当
時
の
も
の
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
指
定
文
化
財
に
な
っ
た
2
件
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
。
繁
栄
稲

NO.
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江東区地域振興部
文化観光課文化財係

○平成25年度新指定・登録文化財紹介
○『深川区史』の成立と歴史編纂事業
○江東区芭蕉記念館特別展
　語りかける文人の書画
　－時空を超えた美と遊への招待－
　漫画で辿る『野ざらし紀行』
　－風景漫画家沖山潤と芭蕉との語らい－

○江東のお富士さん　
－江東区域の富士信仰―（後編）

○古写真の中の江東（ミニ）
　「旧大石家住宅友の会」入会のご案内
　新刊案内

　江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長 中村ひろ子：元神奈川大学
教授）の答申を受け、新たに 2 件を指定、4 件を登録しました。また、2 件を解除し
たため、登録文化財の総数は 1053 件となりました。

繁栄稲荷神社本殿
庚申塔　寛文元年在銘

◆平成25年度新指定文化財◆
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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

繁は
ん
え
い栄

稲い
な
り荷

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん
で
ん殿

木
場
2
―
18
―
12　

繁
栄
稲
荷
神
社

　

繁
栄
稲
荷
神
社
は
、
呉
服
商
大
丸
の
繁
盛

を
祈
る
神
社
と
し
て
、宝
暦
7
年（
１
７
５
７
）

に
木
場
の
大
丸
別
邸
内
に
創
建
さ
れ
た
と
い

わ
れ
、
現
本
殿
は
19
世
紀
中
期
の
安
政
4
年

（
１
８
５
７
）
頃
に
建
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）

に
大
丸
と
親
交
が
深
か
っ
た
根
津
嘉
一
郎
邸

（
港
区
青
山
）
に
移
築
さ
れ
た
た
め
、
幸
運
に

も
関
東
大
震
災
、
空
襲
の
難
を
逃
れ
ま
し
た
。

昭
和
36
年
、
大
丸
に
返
還
さ
れ
て
旧
地
に
近

い
現
在
地
に
戻
り
ま
し
た
。
移
築
に
際
し
て

は
で
き
る
か
ぎ
り
旧
材
を
使
用
し
た
と
思
わ

れ
、
全
体
的
に
当
初
の
部
材
を
よ
く
残
し
て

い
ま
す
。
平
成
元
年
に
境
内
地
が
整
備
さ
れ
、

南
面
し
て
い
た
社
殿
は
東
面
し
ま
し
た
。

　

構
造
形
式
は
、
桁
行
3
間
、
梁
間
2
間
、

木
造
平
屋
建
、
入
母
屋
造
の
銅
板
葺
屋
根
で
、

正
面
に
千
鳥
破
風
を
付
け
、
さ
ら
に
一
間
の

向
拝
を
設
け
、
正
面
及
び
両
側
面
に
切
目
縁
、

後
方
に
下
屋
を
有
し
て
い
ま
す
。
向
拝
は
装

飾
を
凝
ら
し
て
お
り
、
水
引
虹
梁
に
は
渦
を

巻
い
た
細
か
な
絵
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
海
老
虹
梁
や
手
挟
に
も
同
様
の
絵
様
が
あ

り
ま
す
。
水
引
虹
梁
の
上
の
中
備
に
は
龍
と

人
の
彫
物
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
曲
線
的

な
水
引
虹
梁
や
海
老
虹
梁
と
は
対
照
的
に
組

物
は
直
線
的
な
形
状
で
、
三
斗
に
五
斗
を
重

ね
、
桁
と
手
挟
を
受
け
て
い
ま
す
。
室
内
は

板
敷
、
竿
縁
天
井
、
背
面
の
下
屋
部
分
に
神

棚
が
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

繁
栄
稲
荷
神
社
本
殿
は
、
震
災
・
戦
災
に

見
舞
わ
れ
た
江
東
区
に
あ
っ
て
、
移
築
や
移

動
と
い
う
特
異
な
遍
歴
を
有
し
な
が
ら
も
、

創
建
当
初
の
位
置
近
く
に
残
さ
れ
、
近
世
商

家
の
信
仰
の
一
端
を
示
す
と
と
も
に
、
近
代

の
実
業
家
の
親
交
を
物
語
る
点
で
も
貴
重
で

す
。当
建
築
は
、神
社
本
殿
の
通
例
の
よ
う
に
、

装
飾
要
素
が
向
拝
に
集
中
し
、
そ
の
細
部
も

江
戸
末
期
の
意
匠
の
特
徴
を
良
く
示
し
て
い

る
な
ど
、
江
東
区
に
お
い
て
は
希
有
な
近
世

木
造
建
築
と
し
て
重
要
な
文
化
財
で
す
。

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔　

寛か
ん
ぶ
ん文
元
年
在
銘

北
砂
2
―
1
―
37　

志
演
神
社

　

庚
申
塔
は
庚
申
信
仰
に
基
づ
い
て
建
て
ら

れ
る
石
造
物
で
す
。
庚
申
信
仰
と
は
、
平
安

時
代
か
ら
み
ら
れ
た
徹
夜
行
事
に
仏
教
・
神

道
・
民
間
信
仰
な
ど
を
取
り
入
れ
て
全
国
に

拡
大
し
て
い
っ
た
信
仰
で
す
。

　

庚
申
塔
に
は
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、

本
庚
申
塔
は
板
碑
型
と
い
わ
れ
る
17
世
紀
中

後
期
に
み
ら
れ
る
型
式
で
す
。
青
面
金
剛
で

は
な
く
三
猿
が
主
尊
と
し
て
正
面
に
浮
き
彫

り
さ
れ
、
三
猿
の
手
足
は
菱
形
で
は
な
く
垂

直
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
本
庚
申
塔
は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
庚

申
信
仰
の
な
か
で
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
刻
銘
か
ら
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
）
10
月
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
東
区
内
で
2
番
目

に
古
い
年
代
の
庚
申
塔
で
す
。

　

志
演
神
社
の
創
立
は
、
社
伝
に
よ
る
と

も
と
は
十
間
川
の
東
岸
に
あ
り
、
寛
永
元

年
（
１
６
２
４
）
菅
原
長
寛
が
稲
荷
の
神
を

勧
請
し
熊
野
吉
野
の
両
神
を
合
祀
し
て
深
川

稲
荷
と
称
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
元

禄
の
頃
、
将
軍
綱
吉
が
鷹
狩
に
来
た
際
に

「
民
の
志
を
演
ぶ
る
所
殊
勝
な
り
」
と
い
わ

れ
、
社
号
を
志
演
稲
荷
に
改
め
、
元
禄
8
年

（
１
６
９
５
）
に
現
在
地
に
移
り
ま
し
た
。
八

右
衛
門
新
田
の
鎮
守
で
あ
り
、
現
在
志
演
神

社
に
建
て
ら
れ
て
い
る
5
基
の
庚
申
塔
の
う

ち
、
2
基
は
八
右
衛
門
新
田
の
村
民
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
庚
申
塔
に
は
、

人
名
や
願
文
な
ど
の
刻
銘
は
な
い
た
め
造
立

者
は
不
明
で
す
が
、
八
右
衛
門
新
田
に
縁
の

あ
る
庚
申
塔
が
志
演
神
社
に
集
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
庚
申
塔
に
も
八
右

衛
門
新
田
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

本
庚
申
塔
は
区
内
で
2
番
目
に
古
い
年
代

の
も
の
で
、
型
式
か
ら
み
て
も
区
内
に
現
存

す
る
庚
申
塔
と
し
て
は
数
少
な
い
事
例
で

す
。
ま
た
、
志
演
神
社
を
鎮
守
と
す
る
八
右

衛
門
新
田
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
、
地
域
の

信
仰
に
関
連
し
た
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

石せ
き

造ぞ
う

燈と
う
ろ
う籠　

大
正
6
年
在
銘　

一
対

亀
戸
3
―
38
―
35　

天
祖
神
社

　

天
祖
神
社
の
創
立
さ
れ
た
年
代
は
不
詳
で

虹梁上の彫物

三猿
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す
が
、
社
伝
に
よ
る
と
推
古
天
皇
の
時
代
の

創
建
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
砂

原
神
明
宮
と
称
し
、
柳
島
村
の
総
鎮
守
で
し

た
。

　

本
石
造
燈
籠
は
、
参
道
の
鳥
居
の
手
前
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
社
殿
前
方

に
玉
垣
が
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
玉
垣
の

前
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
48
年
、

社
務
所
と
社
殿
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊
下
が
境
内

の
西
側
に
竣
工
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
燈
籠

は
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

竿
石
の
上
半
分
に
年
月
日
と
「
柳
島
新
田

中
」、
下
半
分
に
世
話
人
の
氏
名
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
一
対
の
左
右
と
も
に
同
じ
刻
銘
で

す
。
柳
島
村
に
は
「
新
田
」
と
い
う
小
名
が

あ
り
、「
柳
島
新
田
」
は
天
祖
神
社
の
氏
子

区
域
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
燈
籠
は
、
地
域
の
人
々
の
天
祖
神
社

へ
の
信
仰
を
示
す
文
化
財
で
す
。
な
お
、
向

か
っ
て
左
側
の
燈
籠
は
、
基
礎
部
分
よ
り
上

部
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、
現

在
は
各
部
位
が
分
離
し
て
い
ま
す
。

石せ
き
ぞ
う造

燈と
う
ろ
う籠　

明
治
33
年
在
銘

亀
戸
3
―
38
―
35　

天
祖
神
社

　

本
石
造
燈
籠
は
、
天
祖
神
社
境
内
の
招
魂

社
前
に
あ
り
ま
す
。
建
立
は
銘
文
か
ら
明
治

33
年
（
１
９
０
０
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
現
在
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、

招
魂
社
が
建
て
ら
れ
た
昭
和
30
年
3
月
頃
で

す
が
、
そ
れ
以
前
の
設
置
場
所
は
不
明
で
す
。

刻
銘
に
は
建
立
当
時
の
神
職 

髙
橋
信
盛
を
は

じ
め
、
燈
籠
の
建
立
に
協
力
し
た
世
話
人
た

ち
の
氏
名
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
世
話
人
は
現

亀
戸
二
丁
目
の
住
民
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
石
造
燈
籠
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る

天
祖
神
社
へ
の
信
仰
、
神
社
と
地
域
住
民
の

繋
が
り
を
示
す
文
化
財
で
す
。

石せ
き
ぞ
う造

鳥と
り

居い　

明
治
45
年
在
銘

亀
戸
3
―
38
―
35　

天
祖
神
社

　

本
石
造
鳥
居
は
天
祖
神
社
境
内
の
招
魂
社

に
あ
り
ま
す
。
建
立
は
銘
文
よ
り
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
の
場
所
へ
設
置
さ
れ
た
の
は
、
招
魂
社

が
建
て
ら
れ
た
昭
和
30
年
3
月
頃
で
す
が
、

そ
れ
以
前
の
設
置
場
所
は
不
明
で
す
。
ま
た
、

銘
文
に
は
奉
納
し
た
企
業
「
三
井
物
産
横
須

賀
出
張
所
」・「
三
井
物
産
株
式
会
社
石
炭
係
」

の
名
が
確
認
で
き
ま
す
が
、
天
祖
神
社
と
の

関
係
は
不
明
で
す
。

　

こ
の
石
造
鳥
居
は
明
治
時
代
に
お
け
る
企

業
の
信
仰
、
天
祖
神
社
と
企
業
の
繋
が
り
を

示
唆
す
る
文
化
財
で
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

帯お
び

製せ
い
さ
く作　

�

保
持
者　

杉
浦
正
雄

　

帯
製
作
は
、
和
裁
の
う
ち
丸
帯
・
袋
帯
・
名

古
屋
帯
・
付
帯
な
ど
を
仕
立
て
る
技
術
で
す
。

　

杉
浦
正
雄
氏
（
昭
和
17
年
生
）
は
、
18
歳

か
ら
父
武
雄
氏
（
区
登
録
無
形
文
化
財
「
仕

舞
袴
製
作
」
保
持
者
）
の
も
と
で
修
業
し
帯

仕
立
の
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
丸
帯
・
袋

帯
・
名
古
屋
帯
な
ど
伝
統
的
な
も
の
か
ら
戦

後
の
付
帯
ま
で
帯
仕
立
全
般
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
手
軽
に
締
め
ら
れ
る
付
帯

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
洋
服
地
や
外
国
産
の

染
物
、
和
紙
な
ど
を
利
用
し
て
、
現
代
的
な

感
覚
を
取
り
入
れ
た
帯
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
東
京
で
は
帯
を
専
門
と
す
る
職

人
が
お
り
、
東
京
帯
専
門
裁
縫
組
合
を
結
成

し
て
い
ま
す
が
、
江
東
区
で
は
正
雄
氏
の
み

で
、
そ
の
技
術
は
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
に
江
東
区
優
秀
技
能
者
表

彰
、
同
20
年
に
は
東
京
都
優
秀
技
能
者
知
事

賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、（
社
）
日
本

和
裁
士
会
東
京
支
部
に
所
属
し
、
職
業
訓
練

指
導
員
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

登
録
解
除

【
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）】

　

厨
子
入
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

三
好
1
―
6
―
13　

成
等
院

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

　

ガ
ラ
ス
工
（
江
戸
切
子
）

保
持
者　

須
田　

富
雄

　

木
工
（
彫
刻
）�

保
持
者　

渡
邉
美
壽
雄

　

種
別
変
更
（
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
））

　

石
造
燈
籠　

元
禄
14
年
・
文
政
12
年
在
銘

　

一
対

東
砂
6
―
13
―
4　

天
祖
神
社

石造燈籠　大正6年在銘

石造燈籠　明治33年在銘

石造鳥居　明治45年在銘

杉浦正雄氏



4

『
深
川
区
史
』
編
纂
事
業
の
開
始

　
『
深
川
区
史
』
は
、大
正
10
年
（
１
９
２
１
）

3
月
、
当
時
の
深
川
区
会
議
員
・
川
上
賢
三

氏
が
深
川
区
史
編
纂
の
必
要
性
を
説
き
、
つ

い
で
同
区
会
議
員
・
森
川
啓
太
郎
氏
が
区
史

編
纂
に
関
す
る
建
議
案
を
区
会
に
提
出
し
、

満
場
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
川
上
氏
を
区
史
編
纂
委

員
長
と
し
て
深
川
区
役
所
内
に
「
深
川
区
史

編
纂
会
」
を
組
織
し
、
史
料
収
集
な
ど
に
従

事
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
な
ぜ
、
区
史
編
纂
の
必
要
性
を
説

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

川
上
氏
が
記
し
た
「
郷
土
史
の
研
究
は
其

の
郷
土
の
起
立
発
達
を
明
か
に
し
、
将
来
の

施
設
に
資
す
る
処
あ
ら
し
む
る
が
目
的
で
あ

る
が
、
余
が
深
川
区
史
編
纂
を
唱
導
す
る
に

当
た
っ
て
、
尚
切
実
に
編
纂
の
必
要
を
促
し

た
も
の
が
他
に
あ
っ
た
。」
で
始
ま
る
『
深

川
区
史　

上
巻
』
序
に
よ
れ
ば
、
大
正
時
代

（
１
９
１
２
〜
１
９
２
６
）
に
入
り
、
社
会

に
落
ち
着
き
が
な
く
あ
わ
た
だ
し
い
た
め
、

先
人
た
ち
の
営
み
を
顧
み
て
物
事
を
深
く
考

え
な
く
な
っ
た
、
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
る

様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

川
上
氏
は
、
深
川
生
ま
れ
、
深
川
育
ち
で

あ
る
自
分
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
い

う
気
概
を
も
っ
て
、
区
史
編
纂
事
業
に
臨
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
深
川
史
料
展
覧
会
」
の
開
催

　
『
深
川
区
史
』
編
纂
事
業
を
め
ぐ
る
環
境

を
考
え
る
上
で
重
要
な
出
来
事
と
し
て
、
大

正
12
年
（
１
９
２
３
）
6
月
23
日
・
24
日
に

開
催
し
た
「
深
川
史
料
展
覧
会
」（
於
深
川

区
明
治
小
学
校
／
現
在
の
江
東
区
立
明
治
小

学
校
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
散
逸
し
た
深
川
に
関
す

る
史
料
を
収
集
す
る
と
と
も
に
区
史
編
纂
事

業
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
品
者
85
名
、
展
示
史
料

１
０
７
５
点
に
及
び
、
現
存
す
る
史
料
の
ほ

と
ん
ど
を
網
羅
し
た
と
思
え
る
ほ
ど
の
大
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
結
果
的
に
入
場

者
数
は
約
3
万
人
を
超
え
、
盛
況
を
博
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
深
川
史
料
展
覧
会
」

で
収
集
さ
れ
た
史
料
は
、
漸
次
、
記
録
と
し

て
謄
写
、
模
写
、
撮
影
等
さ
れ
、
区
史
編
纂

の
た
め
の
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
（『
深

川
区
史　

上
巻
』
に
「
出
品
目
録
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
の「
深
川
史
料
展
覧
会
」

を
契
機
と
し
て
、
深
川
区
内
は
勿
論
、
区

外
か
ら
も
多
く
の
史
料
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
「
深
川
と
し
て
空
前
且
絶
後
の

催
し
」（
同
、20
頁
）
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

関
東
大
震
災
の
発
生

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
年
9
月
、
未
曾
有
の

大
震
災
が
関
東
地
方
を
襲
い
ま
す
。
関
東
大

震
災
で
す
。
こ
の
震
災
に
よ
っ
て
、
多
く
の

尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、
同
時
に
「
深
川
史
料

展
覧
会
」
を
契
機
に
集
め
ら
れ
た
古
文
書
等

も
そ
の
大
半
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
の
打

撃
を
受
け
、
編
纂
委
員
の
間
で
は
事
業
の
中

止
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

区
史
編
纂
を
中
止
す
れ
ば
「
深
川
の
過

去
史
は
永
久
に
暗
黒
の
底
に
氓
（
ほ
ろ
）

び
ね
ば
な
ら
な
い
」（
同
、
14
頁
）
と
、

当
初
の
編
集
計
画
を
改
め
た
形
で
事
業

が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正

15
年
（
１
９
２
６
）
に
誕
生
し
た
の
が

『
深
川
区
史
』
全
二
巻
で
し
た
。

　

以
後
、
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
に
『
城

東
区
史
稿
』、
同
32
年
（
１
９
５
７
）
に
江

東
区
の
区
政
施
行
10
年
を
記
念
し
た
『
江

東
区
史
』、
さ
ら
に
平
成
9
年
（
１
９
９
７
）

に
は
全
三
巻
に
及
ぶ
新
た
な
『
江
東
区
史
』

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

深
川
に
関
す
る
史
料
の
多
く
は
、
関
東
大

震
災
や
戦
災
な
ど
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
歴
史
的
な
史
料
に
対
す
る
保
存
の
必
要

性
は
、
往
々
に
し
て
災
害
の
発
生
と
と
も
に

再
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら

約
90
年
前
、
深
川
区
史
編
纂
委
員
た
ち
は
関

東
大
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
、『
深
川
区
史
』
の
刊
行
、
す
な
わ

ち
深
川
の
歴
史
を
ま
と
め
る
こ
と
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
先
人
の
営
み
の
上
に
、

江
東
区
の
歴
史
編
纂
事
業
は
進
め
ら
れ
て
き

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
元
深
川
江
戸
資
料
館　

藤
井
明
広
）

　
江
東
区
は
、
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
3
月
15
日
に
、
旧
深
川
・
城
東
の
2
区
が

統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
江
東
区
の
西
側
に
あ
た
る
旧
深
川
区
で
は
、

大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
深
川
区
史
編
纂
会
を
組
織
し
、
旧
深
川
区
域
の
歴
史
を

ま
と
め
た
『
深
川
区
史
』
全
二
巻
（
大
正
15
年
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
編
纂
過
程
は
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
古
文
書
等
の
史

料
が
焼
失
す
る
な
ど
、
苦
心
惨
憺
た
る
も
の
で
し
た
。

　
小
稿
で
は
、
こ
の
『
深
川
区
史
』
編
纂
事
業
の
経
過
を
通
し
て
、
江
東
区
の
歴
史

編
纂
を
め
ぐ
る
環
境
が
如
何
に
形
成
さ
れ
た
の
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
深
川
区
史
』の
成
立
と
歴
史
編
纂
事
業
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東
京
を
象
徴
す
る
隅
田
川
は
、
江
戸
時

代
の
中
期
に
四
季
折
々
、「
春
は
墨
堤
の
桜
、

夏
は
両
国
の
花
火
、
秋
は
川
面
に
船
を
浮
か

べ
て
の
月
見
、
冬
は
雪
景
色
」
と
さ
れ
、
江

戸
一
番
の
行
楽
地
と
な
り
ま
し
た
。
庶
民
は
、

四
季
の
彩
り
を
も
と
に
「
美
と
遊
」
に
興
じ

て
い
た
の
で
す
。
文
人
墨
客
の
書
画
に
は
、

水
墨
や
彩
色
を
駆
使
し
た
作
品
や
、
人
事
を

通
し
て
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
「
語
り
か
け
る
文
人
の
書

画
」
は
、
日
本
人
の
持
つ
色
彩
美
と
、
さ
り

気
な
い
遊
び
心
を
文
人
た
ち
の
作
品
を
通
し

て
感
じ
取
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

四
条
派
の
祖
、
松
村
月
溪
の
「
荒
え
び
す

図
下
書
き
幅
」
は
、『
徒
然
草
』
１
４
２
段

冒
頭
を
賛
し
、
荒
え
び
す
図
を
描
い
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
下
書

き
を
軸
装
仕
立
て
に
し
た
も
の
で
、
訂
正
箇

所
が
朱
書
き
さ
れ
る
な
ど
、
作
者
が
作
品
を

仕
立
て
る
過
程
を
示
す
興
味
深
い
内
容
で

す
。
ま
た
、
大
坂
の
俳
人
小
西
月
波
が
筆
を

染
め
た
短
冊
で
、
月
波
は
文
字
を
反
転
さ
せ
、

鏡
を
通
し
て
見
る
と
、「
筏
さ
す
人
も
ゆ
か

し
き
嵯
峨
の
奥　

月
波
」
と
判
読
で
き
、
遊

び
心
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
。

　
『
俳
僊
遺
墨
』（
折
本
一
冊
）
は
、
万
延
元

年
（
１
８
６
０
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

古
今
の
俳
人
の
書
画
・
短
冊
を
模
刻
し
、
白

字
抜
き
に
印
刷
し
、
採
録
さ
れ
た
資
料
に
は

偽
書
も
多
い
が
、
当
時
こ
の
類
の
も
の
が
珍

重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
り
ま
す
。
ま
た
、

渡
辺
崋
山
の
描
い
た
『
目
黒
詣
』（
折
本
一
冊
）

は
、
文
政
12
年
（
１
８
２
９
）
の
作
で
、
彩

色
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
類
す
る
も

の
は
現
在
3
点
あ
り
、
そ
の
内
の
一
冊
で
す
。

　

椿
椿
山
の
子
、華
谷
の「
深
山
白
梅
図
」は
、

描
か
れ
た
白
梅
が
立
体
的
に
見
え
る
趣
向
作

品
。
尾
崎
紅
葉
門
で
洋
画
家
の
中
沢
弘
光
が

描
い
た
「
天
橋
立
」
と
、
同
じ
く
「
天
橋
立
」

を
友
人
で
俳
人
の
石
倉
翠
葉
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
「
丹
後
天
の
橋
立
翠
葉
ま
た
の
ぞ
き
の

図
」
は
、
光
弘
の
遊
び
心
を
知
る
楽
し
い
作

品
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
白
隠
慧
鶴
の
蛤
蜊
観
音
自

画
賛
、
仙
厓
義
梵
の
寿
老
人
自
画
賛
、
椿
椿

山
の
老
松
鳩
の
図
、
渡
辺
小
華
の
藤
花
野
雉

図
な
ど
、
興
味
深
い
作
品
40
点
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
漫
画
で
辿
る
『
野
ざ
ら
し

紀
行
』」
で
す
。
今
年
は
、
芭
蕉
の
貞
享
元
年

（
１
６
８
４
）
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
立

ち
か
ら
３
３
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、風
景
漫
画
家
の
沖
山
潤
氏
が
『
野

ざ
ら
し
紀
行
』
に
載
る
芭
蕉
の
「
野
ざ
ら
し

を
心
に
風
の
し
む
身
か
な
」
か
ら
、
翌
年
深

川
に
帰
庵
す
る
「
夏
衣
い
ま
だ
虱
を
と
り
つ

く
さ
ず
」
ま
で
の
43
句
を
も
と
に
描
い
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
43

作
品
を
展
示

し
て
い
ま

す
。

沖
山
氏
は
、

ゲ
ー
ム
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍

後
、「
月
光
通
り
の
マ
ス
タ
ー
」
で
『
週
刊

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ン
プ
』（
集
英
社
）
の
新
人

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
頃
か

ら
下
町
を
題
材
に
し
た
独
特
の
風
景
漫
画
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
繊
細
な
描
写
の
中

に
ほ
の
ぼ
と
と
し
た
漫
画
の
持
つ
ユ
ー
モ
ア

を
加
味
し
た
「
風
景
漫
画
」
と
い
う
新
し
い

ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
沖
山
氏
は
、
平
成
21
年
の
『
お
く

の
ほ
そ
道
』
旅
立
ち
３
２
０
年
の
記
念
の
年

に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
載
る
50
句
を
独
特

の
タ
ッ
チ
で
50
作
品
を
制
作
し
、
当
館
で
展

示
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
沖
山
氏
は
、
芭

蕉
の
句
や
紀
行
文
を
精
力
的
に
風
景
漫
画
と

し
て
制
作
す
る
な
ど
、
芭
蕉
ワ
ー
ル
ド
を
ひ

と
つ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
2
つ
の
テ
ー
マ
展
示

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
芭
蕉
記
念
館　

問
合
せ
】

☎
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
特
別
展

4
月
24
日（
木
）〜
6
月
22
日（
日
）ま
で

　漫
画
展
は
12
月
14
日（
日
）ま
で

◆
語
り
か
け
る
文
人
の
書
画 

　
　
　
　│

時
空
を
超
え
た
美
と
遊
へ
の
招
待
│

◆
語
り
か
け
る
文
人
の
書
画 

　
　
　
　│

時
空
を
超
え
た
美
と
遊
へ
の
招
待
│

『
野
ざ
ら
し
紀
行
』3
3
0
年
記
念
企
画
展

◆
漫
画
で
辿
る『
野
ざ
ら
し
紀
行
』 

　
　
　
　│

風
景
漫
画
家
沖
山
潤
と
芭
蕉
と
の
語
ら
い
│

◆
漫
画
で
辿
る『
野
ざ
ら
し
紀
行
』 

　
　
　
　│

風
景
漫
画
家
沖
山
潤
と
芭
蕉
と
の
語
ら
い
│

松村月溪荒えびす図下書き幅

小西月波筆「筏さす」句反転短冊

白隠慧鶴蛤蜊観音自画賛

「野ざらしを」句漫画
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富
士
へ
の
祈
り
―
江
東
区
域
の
富
士
講
―

　

富
士
山
は
古
代
か
ら
霊
峰
と
し
て
信
仰
さ

れ
、
紀
元
前
27
年
に
垂
仁
天
皇
が
富
士
山
の

噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に「
浅あ
さ

間ま

大
神
」を
祀
っ

た
の
が
、
浅せ
ん
げ
ん間

神
社
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
ま

す
。
中
世
の
富
士
山
は
密
教
の
山
と
さ
れ
、

修
験
者
（
山
伏
）
た
ち
の
修
行
の
場
に
な
り

ま
し
た
。

　

富
士
講
は
戦
国
〜
江
戸
時
代
初
期
の
行

者
・
角
行
藤
仏
（
長
谷
川
角
行
）
が
開
祖
と

さ
れ
、
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
食じ
き

行
ぎ
ょ
う

身み

禄ろ
く
に

よ
っ
て
、
江
戸
の
庶
民
の
間
で
急
速
に
広
ま

り
ま
し
た
。
身
禄
は
享
保
18
年
（
１
７
３
３
）

に
富
士
山
で
断
食
の
末
に
入
定
（
死
去
）
し

ま
し
た
が
、
弟
子
や
子
孫
が
男
女
平
等
や
相

互
扶
助
な
ど
の
道
徳
、
世
直
し
の
思
想
を
広

め
、
各
地
に
同
行
中
・
講
中
な
ど
の
信

仰
組
織
（
富
士
講
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
富
士
講
は
各
村
・
町
ご
と
に

枝
分
か
れ
し
な
が
ら
発
展
し
、「
江
戸

八
百
八
講
、
講
中
八
万
人
」
と
い
わ
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
東
区
域
で
活
動
し
て
い
た
富
士
講

と
し
て
は
、
深
川
今
川
町
（
現
在
の
佐

賀
2
丁
目
）
の
町
人
・
田
中
屋
清
六
（
清

山
正
行
）
が
創
始
し
た
山
玉
講
、
18
世
紀
後

半
に
加
藤
忠
治
が
創
始
し
亀
戸
・
大
島
や
向

島
（
墨
田
区
）
な
ど
で
活
動
し
た
丸
不
二
講
、

文
化
・
文
政
期
（
１
８
０
４
〜
３
０
）
に

山や
ま
き
ち吉

講
の
枝
講
と
し
て
砂
村
（
砂
町
）
で
成

立
し
た
山
吉
丸
す
御
水
講
（「
す
」
は
砂
村

を
表
す
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

大
島
の
宝
塔
寺
に
あ
る
「
大
先
達
加
藤
忠
治

之
碑
」
は
、
大
正
9
年
（
１
９
２
０
）
に
丸

不
二
講
の
初
代
先
達
・
加
藤
忠
治
を
顕
彰
す

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
で
、
背
面
に
歴

代
先
達
の
名
と
、
大
島
・
亀
戸
・
向
島
の
各

講
社
の
先
達
・
世
話
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
（
①
）。

　

富
士
講
の
活
動
は
、
月
ご
と
に
行
わ
れ
る

「
月
拝
み
」
と
富
士
登
山
（
富
士
詣
）
に
大

き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。「
月
拝
み
」

で
は
、
富
士
登
山
の
熟
練
者
で
あ

る
先
達
が
講
員
を
集
め
て
「
お
焚

き
上
げ
」
と
い
う
儀
式
を
催
し
、

お
札
を
配
っ
た
り
祈
祷
や
お
祓
い

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

富
士
登
山
（
富
士
詣
）
で
は
特
定

の
御
師
と
契
約
し
て
、
講
員
の
中

か
ら
数
名
を
代
参
さ
せ
ま
し
た
。

富
士
講
の
講
員
が
用
い
た
白
装
束

（
行
衣
）
の
背
面
に
は
「
三
国
第

一
山
」
の
文
字
と
三
猿
が
描
か
れ
、
昭
和
11

年
（
１
９
３
６
）
の
参
拝
記
念
の
印
が
あ
る

ほ
か
、
襟
や
袖
、
背
中
な
ど
に
、
富
士
山
頂

や
中
腹
、
富
士
山
周
辺
に
あ
る
神
社
の
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
（
②
）。
金

剛
杖
は
八
角
の
木
製
杖
で
、「
昭
和
十
一
年

富
士
登
山
」
の
焼
印
が
あ
り
ま
す
。
八
角
は

富
士
山
の
8
つ
の
峰
、
丸
い
頭
は
富
士
山
の

ご
神
体
を
表
す
と
さ
れ
、
合
目
ご
と
や
山
小

屋
で
金
剛
杖
に
焼
印
を
捺
し
て
も
ら
う
慣
例

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
東
区
内
の
富
士
講
は
昭
和
初
期
ま
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦
前
後
に
消
滅
し
、

現
在
は
砂
町
の
山
吉
丸
す
御
水
講
の
み
が
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

小
さ
な
富
士
山
―
江
東
区
域
の
富
士
塚
―

　

富
士
塚
は
富
士
山
を
模
し
た
小
山
の
こ
と

で
、
富
士
講
の
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
各

地
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
富
士
塚
に
登
れ
ば
富

士
登
山
と
同
じ
御
利
益
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
体
が
弱
い
人
や
老
人
・
子
ど

も
、
富
士
登
山
を
禁
じ
ら
れ
た
女
性
の
間
で

特
に
流
行
し
、
山
頂
か
ら
本
物
の
富
士
山
を

眺
め
る
と
い
う
遊
興
的
な
要
素
も
、
江
戸
の

庶
民
を
引
き
つ
け
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
で
最
古
の
富
士
塚
は
、
安
永
9
年

（
１
７
８
０
）
に
高
田
（
現
在
の
新
宿
区
西

早
稲
田
）
の
水
稲
荷
神
社
境
内
に
造
ら
れ
た

高
田
富
士
（
現
在
の
富
士
塚
は
再
築
さ
れ
た

も
の
）
で
、
東
京
23
区
内
に
現
在
68
ヶ
所
の

富
士
塚
（
移
転
・
再
築
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
多
は
江
戸
川

区
（
12
ヶ
所
）
で
、
次
い
で
多
い
の
が
足
立

区
（
9
ヶ
所
）
と
新
宿
区
（
9
ヶ
所
）
で
す
。

江
東
区
内
に
は
深
川
富
士
・
砂
村
富
士
・
亀

戸
富
士
（
本
所
富
士
）
と
い
う
3
つ
の
富
士

塚
が
あ
り
、
富
士
信
仰
に
関
わ
る
文
化
財
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
東
の
お
富
士
さ
ん

―

江
東
区
域
の
富
士
信
仰―

（
後
編
）

①大先達加藤忠治之碑（大島・宝塔寺）

②富士講の行衣と金剛杖
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①�
深
川
富
士　

富
岡
八
幡
宮
の
境
内
に
あ
る

深
川
富
士
は
、享
保
7
〜
8
年
（
１
７
２
２

〜
２
３
）
頃
に
相
模
国
大
山
（
神
奈
川
県

伊
勢
原
市
）
の
石
尊
権
現
を
勧
請
し
、
石

尊
山
（
宮
口
山
）
と
し
た
の
が
は
じ
ま
り

と
さ
れ
、
文
政
3
年
（
１
８
２
０
）
に
富

士
塚
と
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塚

の
規
模
は
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
直
径
18

メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
③
）。
近

代
に
入
っ
て
も
同
行
者
の
活
動
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
富
士
講
が
衰
退
し
た
後
、
昭

和
40
年
（
１
９
６
５
）
に
取
り
壊
さ
れ
、

周
囲
に
あ
っ
た
多
く
の
石
造
物
も
廃
棄
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
の
富
士
塚
は
平
成
14

年
（
２
０
０
２
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、

深
川
富
士
に
関
わ
る
8
点
の
石
造
物
が
周

囲
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

②�

砂
村
富
士　

富
賀
岡
八
幡
宮
（
砂
村
元
八

幡
）
の
社
殿
の
裏
手
に
あ
り
、
天
保
4
年

（
１
８
３
３
）
以
前
に
築
か
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
富
士
山
の
土
を
盛
っ

た
山
で
、
そ
の
後
水
害
で
形
が
崩
れ
た
た

め
、
昭
和
8
年
（
１
９
３
３
）
に
黒
ボ
ク

（
富
士
山
の
溶
岩
）
で
固
め
、
昭
和
36
年

に
30
メ
ー
ト
ル
南
側
の
現
在
地
に
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
富
士
塚
の
高
さ
は
約
4
メ
ー

ト
ル
、
直
径
は
約
13
メ
ー
ト
ル
で
、
正
面

（
西
側
）の
吉
田
口（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

を
模
し
た
参
道
と
、
東
側
の
大
宮
口
（
静

岡
県
富
士
宮
市
）・
北
側
の
須
走
口
（
静

岡
県
小
山
町
）
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
参

道
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胎
内
（
洞
穴
）

や
六
合
目
・
八
合
目
を
表
し
た
標
石
、
宝

永
山
（
宝
永
4
年
［
１
７
０
７
］
の
宝
永

噴
火
で
誕
生
し
た
側
火
山
）
を
模
し
た
黒

ボ
ク
の
塊
な
ど
、
元
の
形
状
が
よ
く
保
た

れ
て
い
ま
す
（
④
）。
現
在
も
砂
町
の
「
山

吉
丸
す
御
水
講
」（
都
内
唯
一
の
山
吉
講
）

が
活
動
し
て
お
り
、
毎
年
7
月
1
日
に
は

富
士
塚
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

③�

亀
戸
富
士
（
本
所
富
士
）　

亀
戸
浅
間
公

園
に
あ
る
富
士
塚
は
、
弟お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

橘
媛
（
日や
ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と
尊
の
妃
）の
笄
こ
う
が
いを
祀
っ
た
笄
塚
の
上
に
、

大
永
7
年
（
１
５
２
７
）
に
浅
間
神
社
を

建
て
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
、
平
成
9

年
（
１
９
９
７
）
ま
で
亀
戸
浅
間
神
社
の

社
殿
が
あ
り
ま
し
た
（
⑤
）。
17
世
紀
後

半
に
は
神
社
の
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
駒
込
（
文
京
区
）・
浅
草
（
台
東
区
）

の
富
士
神
社
と
並
ん
で
、
亀
戸
浅
間
神
社

が
江
戸
の
富
士
信
仰
の
拠
点
と
し
て
古
く

か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

笄
塚
が
富
士
塚
に
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で

す
が
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
と
大
正
5

年
（
１
９
１
６
）
に
整
備
さ
れ
、
大
正
6
年

10
月
の
暴
風
雨
で
被
害
を
受
け
た
た
め
、
有

志
か
ら
資
金
を
集
め
て
大
正
7
年
に
修
築
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
5
〜
9

年
（
１
９
３
０
〜
３
４
）
に
社
殿
を
造
営
し
、

平
成
9
年
に
南
側
に
移
転
し
た
際
に
も
、
石

造
物
を
移
動
さ
せ
る
な
ど
の
改
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
富
士
塚
は
高
さ
約
2
メ
ー

ト
ル
、
直
径
約
20
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
誰
で
も

登
れ
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
23
区
内
か
ら
富
士
山
を
眺
め

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く

の
富
士
塚
は
誰
で
も
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
石
造
物
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
こ
こ
か
ら
見
え

た
で
あ
ろ
う
富
士
山
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
各
地
の
富
士
塚
（
お
富
士
さ
ん
）
を
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

鈴
木
将
典
）

【
参
考
文
献
】
赤
澤
春
彦
・
今
野
慶
信
「
江

東
区
の
富
士
塚
に
つ
い
て
」（『
江
東
区
文

化
財
研
究
紀
要
』
第
14
号
）、『
江
東
区
の

文
化
財
4　

門
前
仲
町
界
隈
』、『
江
東
区

の
文
化
財
7　

亀
戸
Ⅱ
・
大
島
』、『
江
東

区
の
文
化
財
8　

砂
町
』（
以
上
、
江
東

区
教
育
委
員
会
）、『
も
っ
と
江
東
の
お
富

士
さ
ん
を
楽
し
む
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』（
中
川
船
番
所
資
料
館
、２
０
１
３
年
）

④富賀岡八幡宮の富士塚（砂村富士）

③富岡八幡宮の富士塚（深川富士、昭和30年頃）

⑤亀戸浅間神社の社殿と富士塚（亀戸富士、昭和30年頃）
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『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
　
五
』

　

区
指
定
文
化
財
の
『
東
都
三
十
三
間
堂
旧

記
』（
深
川
2　

正
覚
寺
所
蔵
）
の
う
ち
、
第

5
巻
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

本
資
料
は
、堂
守
の
鹿
塩
家
が
書
き
つ
づ
っ

た
も
の
で
、
本
巻
に
は
文
化
元
年
〜
7
年

（
１
８
０
４
〜
１
０
）
ま
で
の
記
録
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
和
6
年
（
１
７
６
９
）
の

大
風
雨
で
倒
壊
し
、
文
化
2
年
（
１
８
０
５
）

に
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
幕
府
へ
の
請
願
活
動

や
、
再
建
が
認
め
ら
れ
幕
府
の
下
賜
金
や
大

名
の
勧
金
な
ど
で
建
設
費
用
が
賄
わ
れ
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
　
18
号
』

　

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
の
研
究
や
報
告

を
内
容
と
す
る
雑
誌
で
、
5
本
を
掲
載
し
ま

し
た
。
は
じ
め
の
2
本
は
、
越
中
島
砲
台
跡

（
区
登
録
史
跡
）
の
調
査
成
果
で
す
。

　

越
中
島
砲
台
は
、
幕
府
砲
台
の
一
つ
で
、

現
在
お
台
場
と
し
て
賑
わ
う
品
川
台
場
な
ど

と
と
も
に
、
幕
末
期
の
江
戸
防
衛
を
目
的
と

し
て
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
砲
台
の
土
台

と
考
え
ら
れ
る
石
垣
石
が
、
越
中
島
の
東
京

海
洋
大
学
構
内
に
多
数
残
さ
れ
て
い
る
た

め
、
数
度
に
わ
た
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
報
告
と
論
文
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

他
の
3
本
は
、
深
川
猟
師
町
の
再
編
問
題
、

「
逆
井
の
渡
し
」
の
橋
梁
化
を
め
ぐ
る
動
向
、

人
足
寄
場
に
関
わ
る
動
向
を
題
材
と
し
た
も

の
で
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

訃　

報

◦�

江
東
区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

「
木
工
（
彫
刻
）」
保
持
者
渡
邉
美
壽
雄
氏

は
、
去
る
平
成
25
年
12
月
5
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
慎
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

  　
　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
２
６
４
号
）
掲
載
の
「
深
川
に

も
あ
っ
た
三
十
三
間
堂
」
の
年
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
2
頁
3
段
目
の
宝
暦
14

年（
１
７
６
４
）は
、宝
暦
4
年（
１
７
５
４
）

と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

　

仙
台
堀
川
公
園
内
に
あ
る
旧
大
石
家
住
宅

は
、
江
東
区
内
最
古
の
民
家
建
築
で
す
。
公

開
日
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
休
日
）
以
外
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
旧
大
石
家
住
宅
友
の
会
」

が
、
清
掃
や
囲
炉
裏
の
火
入
れ
な
ど
の
保
存

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
区
内
在
住
で
平
日
の
活

動
が
可
能
な
方
、
古
民
家
の
保
存
や
地
域
の

歴
史
・
文
化
財
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

区
役
所
4
階
文
化
財
係
と
旧
大
石
家
住
宅
に

申
込
用
紙
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
文
化
観
光

課
文
化
財
係
（
３
６
４
７
︱
９
８
１
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
4
月
26
日
（
土
）

か
ら
5
月
6
日
（
火
・
休
）
ま
で
、
端
午
の

節
句
に
ち
な
ん
で
五
月
人
形
と
鯉
の
ぼ
り
を

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　亀
戸
駅
の
駅
舎
と
高
架
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

見
え
、
上
り
線
に
電
車
（
総
武
線
）
が
止
ま
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
駅
舎
は
駅
ビ
ル
に
組
み
込
ま
れ
、
周

囲
に
高
層
の
商
業
ビ
ル
が
建
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、

古
写
真
が
撮
ら
れ
た
時
期
に
比
べ
、
残
っ
て
い
る
風

景
は
ガ
ー
ド
お
よ
び
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ぐ
ら
い
で
す
。

現
在
の
亀
戸
駅
周
辺
は
、
東
京
都
が
策
定
し
た
副
都

心
の
一
つ
「
錦
糸
町
・
亀
戸
副
都
心
」
の
セ
ン
タ
ー

コ
ア
エ
リ
ア
で
あ
り
、
亀
戸
駅
は
江
東
区
の
城
東
地

域
を
代
表
す
る
主
要
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
江
東
区

教
育
委
員
会
刊
『
江
東
の
い
ま
む
か
し
』
よ
り
）

※

年
代
は
昭
和
30
年
頃
で
す
。

亀

　戸

　駅

古
写
真
の
中
の
江
東
（
ミ

　）

│ 

新
刊
案
内 

│

│ 

新
刊
案
内 

│

す
だ
れ

入
会
の
ご
案
内

旧
大
石
家
住
宅
友
の
会

【規格】B5判、103 頁
【価格】1,000 円

【規格】B5判、84 頁
【価格】700 円

旧大石家住宅友の会活動の様子


